














る‘ShortRun Trade Gains Theorem，そして閉鎖経済における均斉成長経路
上での所得水準と開放経済における均斉成長経路上での所得水準とを比較した























k>Oについて f’（め，／（め－kf’（k)>O (1) 
および要素投入相互間の限界代替率逓減の法則が成立することを仮定する。こ
れらの仮定の下ではすべての限界生産物は逓減すると言える。したがって，
k>Oについて fぺ灼くO (2) 
が成立する。われわれはさらに f（めが次の極限に関する性質を満たすものと
仮定する。















得は JCゆとなり，平均貯蓄性向を s(Oくs<I），労働の成長率を g(>O）とす
れば，一人当り持分の蓄積は，
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f’（k) =i (7) 
m(t）十b(t)=k 
y(t) = f(k)-ib(t) 
(8) 
(9) 







m, b, yの4個の変数を含む完結した以上，（7）～ω式の4個の方程式は， k,
動学体系を構成し，初期条件 m(O）が与えられれば，これらの変数の時間経路
を決定する。
およびGaleの‘ShortRun Trade Gains Theorem’ 
??
'Long Run Trade Gains Theorem' 
次に，閉鎖経済における持分の蓄積を示す（6）式と開放経済における持分の蓄
積を示す側式を図示することにしよう。第1～4図において原点。から横取h






























に a, mを，縦軸に sf,ga, sy, gmを測る。生産関数が（1）～（5）式の性質をも
っときには，よく知られているように， dα／dt=Oすなわち sf(a*)-ga*= Oを
満たす正の定常解 d をもっ閉鎖経済均斉成長経路が一義的に存在し，それは
大域的に安定である。 （以下で変数に＊をつけて閉鎖経済および開放経済の定
常解であることを示す。） gaと gmは原点。を通り勾配が gである同ーの
直線で示される。 sy線は次のように描かれる。 iが与えられれば hが決まる。
これを横軸にとるo kに対応する sf上の点をとれば， この点における sfに
対する接線の勾配は siに等しく，その接線の縦軸における切片の値はs〔f(k)-
~k〕C>O）となる。この接線が sy 線である。なぜなら，（8), (9）式から，
y=f（め－ik+im (1) 
したがって，
































まである。この結果はすでに Amano(1965) p. 694および Gale(1974) p. 127 
の‘ShortRun Trade Gains Theorem，において示されている。

















ときに限られるとしづ結果を得る。この結果は Gale(197 4) p. 128の‘Long





























と言えるO そして， mは増加しながら m＊に収束するので， p(m）も増加しな
がら ρ（m＊）に収束する。 i=f＇（α＊〉（第3図〉の場合， k=a*=m＊ であって
m(O）が m＊ に一致するので， m は m＊ の水準にとどまり，任意の時点にお





して， aもJCめも時とともに減少しそれぞれポと f(a＊） に収束するomと
ρ（m）はともに増加し続け無限大に発散する。さらに g/s>i>f’（α＊〉〈第2図〉
あるいは iくf'(a*)（第4図〉であって，ポくα（0)=m(O）三二m＊ である場合，
JCα（0））くp(m(O））であり， G も JCα〉も時とともに減少しそれぞれ d と
JCα＊〉に収束するo m と ρ（m）は，ともに増加し続けそれぞれ m＊ と ρ（m*)
に収束するか，あるいは最初から m＊と p(m＊） の水準をそのまま維持するか
のどちらかである。
これまでの分析に関する限り， a(O)=m(O) =a＊ かっ i=f＇（α＊〉である場合
を除けば，国際資本移動が一国の一人当り持分および一人当り国民所得のそれ






























となるo a(O）から α（t）までの 1/A（めの定積分は，
t= ra(t) da －－ J a(O) A（α〉
と求められる。これと同様にU5）式からも
rmCt) dm 



















持分の時間経路について側式のよう 。α（OJ =m(OJ a(t) m( t) α 庁l
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